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はじめに
　 私 は 2010 年 9 月 か ら 一 年 間 フ ィ ン ラ ン ド の タ ン ペ レ 大 学 で 学 ん だ。 フ ィ ン ラ
ン ド で は 留 学 生 が 技 能 労 働 者 予 備 軍 と し て 優 遇 さ れ る 一 方 で、 難 民 の 就 労 に つ い
て は 厳 し い 現 実 を 目 に し た。 本 論 文 で は、 フ ィ ン ラ ン ド 社 会 に お い て 移 民 や 難 民
と い っ た 外 国 人 が ど の よ う に 労 働 市 場 に 受 け 入 れ ら れ、 企 業 や 組 織 は 人 種 や 民 族
の ダ イ バ ー シ テ ィ （多 様 性） を ど う 捉 え て い る の か に つ い て 探 っ た。 ま た、 フ ィ
ン ラ ン ド が 取 り 組 む ジ ェ ン ダ ー の ダ イ バ ー シ テ ィ 政 策 を 参 考 に、 今 後 フ ィ ン ラ ン
ド に お け る 多 文 化 経 済 社 会 の あ り 方 に つ い て 述 べ る。 研 究 方 法 と し て は、 国 内 外
の 先 行 研 究 を 参 照 す る と 共 に、 日 本 に あ る フ ィ ン ラ ン ド の 代 表 的 企 業 へ 電 話 イ ン
タ ビ ュ ー を 行 な っ て 実 態 を 追 っ た。
第 1 章 フィンランドにおける移民・難民の受け入れの現状
第 1 節 　 移 民 流 入 の 変 遷
　1917 年 に 独 立 す る ま で、 フ ィ ン ラ ン ド は ス ウ ェ ー デ ン 及 び ロ シ ア か ら 支 配 さ
れ、 圧 政 を 経 験 し た。 当 初 は、 フ ィ ン ラ ン ド か ら 海 外 へ の 移 住 が 中 心 だ っ た が、
1980 年 以 降 は 海 外 か ら 国 内 へ の 移 住 者 が 増 加 し た。 他 の 先 進 諸 国 と 比 較 し、フ ィ
ン ラ ン ド 国 内 の 移 民 は 依 然 と し て 少 な い が、 外 国 人 人 口 は 年 々 増 加 す る 一 方 で あ
る。
　 フ ィ ン ラ ン ド へ の 移 住 理 由 別 に 見 る と、 移 民 の 半 数 以 上 が 結 婚 や フ ィ ン ラ ン
ド に 永 住 し て い る 者 と の 「家 族 関 係」 を あ げ、 約 4 分 の 1 が 「難 民」、 そ し て 10
分 の 1 が 「労 働」 を 目 的 と し て や っ て き た 移 民 で あ る (Pitkänen 2008:33)。 本 節 で
は、 移 民 ・ 難 民 を 含 む 外 国 人 の フ ィ ン ラ ン ド へ の 流 入 過 程 を 見 る た め に、 フ ィ ン
ラ ン ド 系 の 人 々 （血 縁 者 を 頼 っ て の 帰 還。 帰 国 移 民 は 「イ ン ゲ ル ・ フ ィ ン 人」 と
も 呼 ば れ る）、 政 治 難 民、 出 稼 ぎ 労 働 者 （就 労 を 目 的 と す る 移 民） と い う 3 つ の
流 入 形 態 に 着 目 し て 議 論 す る。
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    (1) 　 フ ィ ン ラ ン ド 系 の 人 々 ： 帰 国 移 民 「イ ン ゲ ル ・ フ ィ ン 人」
　 イ ン ゲ ル ・ フ ィ ン 人 が 生 じ た 背 景 は 1617 年 に ス ウ ェ ー デ ン ・ ロ シ ア 間 で ス ト
ル ヴ ァ 平 和 条 約 が 締 結 さ れ、 当 時 ス ウ ェ ー デ ン の 一 部 で あ っ た フ ィ ン ラ ン ド か ら
フ ィ ン ラ ン ド 人 が 現 在 の ロ シ ア ・ サ ン ク ト ペ テ ル ブ ル グ 地 域、 エ ス ト ニ ア に か け
て の イ ン グ リ ア 地 域 に 移 住 し た こ と に 遡 る。1980 年 末、 フ ィ ン ラ ン ド が 好 景 気
を 迎 え、 労 働 力 不 足 に 悩 ん だ 際 イ ン グ リ ア 地 域 に 関 心 が 高 ま っ た。1990 年 に な
る と コ イ ヴ ィ ス ト 大 統 領 が イ ン ゲ ル・フ ィ ン 人 を 帰 国 移 民 と 位 置 づ け、 ロ シ ア 人、
エ ス ト ニ ア 人 の 家 族 と 共 に フ ィ ン ラ ン ド で の 居 住 権 を 付 与 し た。1996 年 の 外 国
人 法、2004 年 の 新 外 国 人 法 の 施 行 に よ り フ ィ ン ラ ン ド 人 の 血 縁、 言 語 能 力 等 の
諸 条 件 を 満 た し た 上 で 彼 ら は 永 住 権 と 共 に 国 籍 が 得 ら れ る よ う に な っ た。
　 図 1 が 示 す よ う に、 結 果 と し て ロ シ ア、 エ ス ト ニ ア の 国 籍 を も つ 外 国 人 の 割 合
が 高 く な っ て い る １。
〔図 1〕 フ ィ ン ラ ン ド に お け る 主 要 な 外 国 人 国 籍 (2004 年 )
　 　 　
　 　 　
　 　 　
　
            
　
（出 典 ： 庄 司 2009:282 ／ デ ー タ 出 所 ：Statistics Finland）
    (2) 政 治 難 民
　 政 治 難 民 と は、 政 治 的 理 由 に よ り 自 国 を 逃 れ て き た 人 々 の こ と で あ る。 フ ィ
ン ラ ン ド で 最 初 に 政 治 難 民 の 受 け 入 れ に 変 化 が 起 き た の は 1970 ～ 80 年 代 に か
け て で あ る。1969 年 に 先 進 国 各 国 が イ ン ド シ ナ 難 民 の 受 け 入 れ を 協 議 し て 以 降、
フ ィ ン ラ ン ド も 国 際 社 会 に 協 力 す る 形 で 1970 年 代 後 半 に ベ ト ナ ム 人 2500 人 を
中 心 に イ ン ド シ ナ 難 民 の 受 け 入 れ を 開 始 し た。 だ が 本 格 的 な 受 け 入 れ は、1999
年 に 難 民 及 び 庇 護 申 請 者 に 関 す る 政 策 に 焦 点 を 当 て た 「移 民 統 合 と 避 難 民 受 入 に
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関 す る 法 律」 が 施 行 さ れ た 以 降 と な る。2001 年 以 降 は 難 民 の 「第 三 国 定 住」 を
支 援 す る た め、難 民 受 入 枠 （毎 年 750 人） を 国 会 で 承 認 し、受 入 を 実 施 し て い る。
近 年 で は、 ル ワ ン ダ に 逃 れ た コ ン ゴ 共 和 国 難 民 を 受 け 入 れ、 加 え て シ リ ア や ヨ ル
ダ ン か ら イ ラ ク 人 難 民 を、 タ イ か ら は ミ ャ ン マ ー 人 難 民 等 を 受 け 入 れ て き た。
　 政 治 難 民 の 受 け 入 れ に つ い て は、 第 三 国 定 住 支 援 の 他 に フ ィ ン ラ ン ド 到 着 時、
自 ら 国 境 警 備 員 ま た は 警 察 官 に 庇 護 を 願 い 出 る 庇 護 申 請 者 も い る。
   
    (3) 出 稼 ぎ 労 働 者
　 近 年 で は、 フ ィ ン ラ ン ド は 労 働 移 住 者 と し て の 移 民 の 受 け 入 れ に 取 り 組 ん で い
る。2006 年 に は 新 た な 移 民 政 策 プ ロ グ ラ ム を 採 択 し た。 先 述 の 1999 年 の 政 策
と 異 な る 点 は 将 来、 フ ィ ン ラ ン ド の 労 働 力 を 支 え る こ と に な る 労 働 を 目 的 と す る
移 住 者 の 受 け 入 れ 体 制 の 整 備 が 重 点 的 に 取 り 扱 わ れ た 点 で あ る。2010 年 の 統 計
で は、 ロ シ ア 国 籍 を 持 つ 者 が 労 働 在 留 許 可 全 申 請 者 数 の う ち 約 23% を 占 め、 次
い で ウ ク ラ イ ナ 人 ( 約 13%)、 ク ロ ア チ ア 人 ( 約 11%) が 続 い て い る。
第 2 節 　 労 働 市 場 に お け る 移 民 ・ 難 民 の 受 け 入 れ
　 フ ィ ン ラ ン ド で は 移 民 の 76% 程 度 （ フ ィ ン ラ ン ド 全 体 で は 67%） が 労 働 年 齢
に あ る が、実 際 に 就 労 し て い る の は 43%（フ ィ ン ラ ン ド 全 体 で は 50%）に す ぎ な い。
最 も 求 職 者 が 多 い の は ロ シ ア 人 で あ り、 エ ス ト ニ ア 人、 ソ マ リ ア 人 が 続 く。 し か
し、ソ マ リ ア 人 や イ ラ ク 人 の 求 職 者 の 失 業 率 は 約 70 ～ 80% で あ る と さ れ（Valtonen 
2001:422）、 一 方 ド イ ツ 人、 ア メ リ カ 人、 中 国 人 の 失 業 率 は わ ず か 9% と な っ て
い る （ビ ョ ル ク ル ン ド 2009:152）。
　 就 業 し て い る 産 業 を 見 て み る と、 フ ィ ン ラ ン ド に 居 住 す る 外 国 生 ま れ の 者 は、
鉱 山・製 造・エ ネ ル ギ ー 業（15.3％）、卸 小 売 業（12.8％）や ホ テ ル・レ ス ト ラ ン（8.5％）
な ど の サ ー ビ ス 業、 建 設 業 （6.1％） に 多 く 従 事 し て い る。 一 方、 保 健 医 療 分 野
に 関 し て は、他 の 北 欧 諸 国 と 比 較 す る と 比 率 が 半 分 ほ ど（11.7％）に な っ て い る が、
今 後 熟 練 の 外 国 人 労 働 者 の 受 け 入 れ に 注 力 す る と し て い る （OECD 2012:96）。
第 3 節 　 移 民 統 合 の た め の 社 会 政 策
　 で は、 移 民 は フ ィ ン ラ ン ド で ど の よ う な 社 会 サ ー ビ ス に ア ク セ ス で き る の か。
外 国 人 が ケ ラ （KELA: Kansaneläkelaitos/ The Social Insurance Institution） の 提 供 す る
社 会 保 障 （年 金、 健 康 保 険、 失 業 手 当、 学 生 手 当 等） を 享 受 で き る 条 件 に つ い て
だ が、 帰 国 移 民 や 難 民 に 関 し て は 比 較 的 緩 和 さ れ て い る。 し か し、 外 国 人 労 働 者
に 対 す る 全 面 的 な 社 会 保 障 の 適 用 は、 原 則 と し て 「永 住」 を 目 的 と す る 就 労 の 場
合 の み 認 め ら れ る。 な お、永 住 権 を 取 得 す る に は 最 低 2 年 間 の 就 労 契 約 が あ る こ
と、 ま た は フ ィ ン ラ ン ド 人 と の 結 婚・そ の 他 血 縁 者 を 頼 っ て の 帰 還 が 必 要 と な る。
　 永 住 権 が あ れ ば ケ ラ に よ る 社 会 保 障 を 利 用 す る こ と が で き る。 一 方、 永 住 権 が
な い 場 合 は 外 国 人 労 働 者 が ど こ か ら 来 る の か に よ っ て 社 会 保 障 へ の ア ク セ ス 範 囲
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も 異 な る。 例 え ば、EU/EEA 及 び ス イ ス 人 は 一 時 的 な 居 住 で あ っ て も、 フ ィ ン ラ
ン ド の 社 会 保 障 の 一 部 が 適 用 さ れ る。 滞 在 が 4 か 月 未 満 の 場 合、育 児 手 当 及 び 医
療 保 険、  滞 在 が 4 か 月 以 上 2 年 未 満 の 場 合、 そ れ に 加 え て 失 業 保 険 も 対 象 と な る。
他 の 北 欧 諸 国 及 び フ ィ ン ラ ン ド と 社 会 保 障 協 定 を 締 結 し て い る 国 々 （ア メ リ カ、
カ ナ ダ、 チ リ、 イ ス ラ エ ル、 オ ー ス ト ラ リ ア、 イ ン ド） か ら の 人 々 は、 一 般 的 に
年 金 及 び 医 療 サ ー ビ ス が 受 け ら れ る。 ま た、 そ の 他 の 国 の 出 身 者 は、 一 時 滞 在 期
間 が 4 か 月 以 上 で か つ 最 低 週 18 時 間 の 就 労 が あ り、 月 給 が 1134 ユ ー ロ 以 上 で
あ る 場 合 医 療 サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る。
　 一 方 で、 外 国 人 労 働 者 の 中 で も フ ィ ン ラ ン ド で の 雇 用 が 一 時 的 で 駐 在 員 と し て
就 職 先 の 決 ま っ て い る EU/EEA 及 び ス イ ス 人、 北 欧 諸 国 出 身 者、 外 国 企 業 や 政 府
内 組 織 の 従 業 員 及 び そ の 家 族 等 は 対 象 か ら 外 れ て お り、 各 自 が 自 国 で 健 康 保 険 に
加 入 し て い な け れ ば な ら な い。
　 教 育 サ ー ビ ス に 関 し て、 フ ィ ン ラ ン ド 居 住 歴 が 3 年 未 満 で あ り、 か つ 求 職 中 の
者 に は、 移 民 ・ 難 民 の 社 会 へ の 統 合 計 画 の 一 環 と し て 様 々 な レ ベ ル で フ ィ ン ラ ン
ド 語 コ ー ス が 提 供 さ れ る。 言 語 教 育 は、 雇 用 機 会 を 高 め る と し て 重 視 さ れ て い る
か ら で あ る。 だ が 就 学 の 実 態 を 見 る と、 フ ィ ン ラ ン ド に お け る 15 歳 か ら 64 歳
ま で の 移 民 の 約 58% が 中 学 卒 で あ る。
第 2 章　フィンランド企業におけるダイバーシティ政策の現状
第 1 節 　 ジ ェ ン ダ ー の ダ イ バ ー シ テ ィ 政 策
　 フ ィ ン ラ ン ド は、 も と も と 男 女 共 に 農 業 労 働 に 携 わ る 自 営 農 民 を 基 盤 と し た 国
家 で あ り、 伝 統 的 に 男 女 の 平 等 意 識 と 個 人 の 自 由 を 尊 重 す る 気 風 が 強 か っ た （山
田 2006:65）。 第 二 次 世 界 大 戦 で 多 数 の 青 年 男 子 を 失 っ た こ と で、 労 働 力 不 足 を
解 消 し、 国 の 経 済 を 再 建 す る た め に あ ら ゆ る 分 野 で 女 性 の 労 働 力 が 必 要 と さ れ
た。
　 近 年 で は、 表 2 の ジ ェ ン ダ ー ・ ギ ャ ッ プ 指 数 ２ の 国 際 比 較 が 示 す よ う に フ ィ ン
ラ ン ド は 世 界 各 国 の 中 で ジ ェ ン ダ ー ・ ギ ャ ッ プ の 少 な い 国 と さ れ て い る。
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　〔表 2〕 ジ ェ ン ダ ー ・ ギ ャ ッ プ 指 数 の 各 国 比 較
順位 国名 評価スコア（前年差）
2011 2010
1 1 アイスランド 0.8530 ( ＋ 0.0034)
2 2 ノルウェー 0.8404 ( ± 0.0000)
3 3 フィンランド 0.8383 ( ＋ 0.0123)
4 4 スウェーデン 0.8044 ( ＋ 0.0020)
5 5 ニュージーランド 0.7808 ( ＋ 0.0022)
98 94 日本 0.6514 ( － 0.0010)
　 　 　 　 　 　 　
（出 典 ：: The Global Gender Gap Report 2011 よ り 作 成）
　 　 　 　 　 　 　
　 フ ィ ン ラ ン ド で は 男 女 が 同 様 に 労 働 し 社 会 に 進 出 し て い る と さ れ る 一 方 で、 職
種 と 賃 金 に お け る 性 差 が あ る よ う で あ る。 職 種 に つ い て は、 女 性 が 多 く 従 事 す る
の は 公 共 部 門 で あ り、 特 に 地 方 行 政 に 多 い。 例 え ば、 公 的 機 関 で 働 く 者 の 70.3%
が 女 性 で あ る の に 対 し、 民 間 企 業 全 体 に 占 め る 女 性 の 割 合 は 39.4% で あ る。 以 上
の 現 状 は 女 性 が サ ー ビ ス の 供 給 者 と し て 福 祉 国 家 （公 共 部 門） に 雇 用 さ れ る と 同
時 に 福 祉 サ ー ビ ス の 利 用 者 で あ り、 女 性 の 労 働 市 場 へ の 進 出 は 公 共 部 門 主 導 で 進
行 し 確 保 さ れ て き た た め で あ る と さ れ る （高 橋 1999:22）。
　 ま た、 賃 金 の 格 差 に つ い て は フ ル タ イ ム の 女 性 雇 用 者 の 平 均 賃 金 は 男 性 の 80%
で あ り、 民 間 ・ 公 的 部 門 に つ い て も 類 似 し た 数 値 を 見 せ て い る。
第 2 節 　 民 族 ・ 人 種 の ダ イ バ ー シ テ ィ 政 策
　1999 年 前 半、 移 民 が フ ィ ン ラ ン ド で 最 初 に 就 く 職 は、 か つ て フ ィ ン ラ ン ド 人
女 性 が 担 っ て い た サ ー ビ ス 業 の よ う な 低 給 で 労 働 集 約 型 の 仕 事 で あ っ た。 あ る い
は 鉱 業、 製 造 業、 エ ネ ル ギ ー 産 業 で の 未 熟 練 肉 体 労 働 で あ る。 フ ィ ン ラ ン ド 人 の
女 性 の 社 会 進 出 が 進 む 一 方 で、 移 民 た ち は 自 身 が 最 初 に 得 た 仕 事 か ら 次 の 仕 事 へ
と な か な か 抜 け 出 せ な い と い う 問 題 も あ る。 ま た、 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク の 欠 如 の
た め に 就 職 は 容 易 い も の で は な い。 移 民 た ち が も つ 人 的 資 本 （主 に フ ィ ン ラ ン ド
国 外 で 取 得 し た 学 歴 や 就 労 経 験 等） は フ ィ ン ラ ン ド で は 考 慮 さ れ な い た め に 移 民
た ち は 単 純 な 非 熟 練 労 働 か ら よ り ス キ ル が 求 め ら れ る 仕 事 へ と 移 る こ と が で き な
い の で あ る。
　 ヴ ァ ル ト ネ ン （2001:421） は、 フ ィ ン ラ ン ド に お け る 移 民 へ の イ ン タ ビ ュ ー を
試 み、 彼 ら の 労 働 市 場 へ の 進 出 の 障 壁 に つ い て 調 査 し て い る。 そ の 結 果 か ら、 言
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語 要 件 が 過 度 に 強 調 さ れ、 就 労 差 別 が 起 き て い る と 指 摘 し た。
　 移 民 を は じ め と す る 外 国 人 労 働 者 に 対 し て フ ィ ン ラ ン ド の 公 共 部 門 お よ び 国 内
の フ ィ ン ラ ン ド 民 間 企 業 の 現 状 を 概 観 す る た め、 従 業 員 の 意 識 調 査 を 参 照 す る。
　 ピ ト ゥ カ ネ ン （Pirkko Pitkänen）(2008:34) は、 公 共 部 門 従 事 者 の 移 民 に 対 す る
意 識 に 関 し て の 調 査（2005-06 年）を 実 施 し、前 回 調 査（1998-99 年）と 比 較 し た。
そ の 結 果、 労 働 力 不 足 の 分 野 や 熟 練 ・ 技 術 者 な ら ば 受 け 入 れ を 歓 迎 す る と い う 見
解 が 増 え た が、 移 民 の 出 身 国 に 対 し て は 差 別 が あ り、 多 く が 西 欧、 北 欧 か ら の 労
働 者 は 歓 迎 す る 一 方、 ア フ リ カ、 中 東、 ロ シ ア （イ ン ゲ ル フ ィ ン 人 を 除 く） は 歓
迎 し な い こ と が 判 明 し た。 図 3 は、被 調 査 者 の 移 民 に 対 す る 意 識 を 示 し た も の で
あ る。 横 軸 は 回 答 者 の 職 業 を 示 し、 縦 軸 の 属 性 を 持 つ 外 国 人 の 到 来 を 望 む と 答 え
た 者 の 割 合 を パ ー セ ン テ ー ジ で 表 示 し て い る。 フ ィ ン ラ ン ド を 訪 れ る 外 国 人 観 光
客 や 語 学 講 師 に 対 し て は 好 意 的 で あ っ た が、 難 民、 庇 護 申 請 者 等 へ の 意 識 は 低 い
こ と が わ か っ た。 彼 ら へ の サ ポ ー ト を 提 供 す る は ず の 医 者 や ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー
で さ え 歓 迎 し な い と し て い る。
   
              〔図 3〕　 フ ィ ン ラ ン ド に お け る 公 務 員 の、移 民 に 対 す る 意 識            　 　 　 
（出 典 ：Pitkänen 2008:36）          　 　
　
   民 間 部 門 の ダ イ バ ー シ テ ィ 政 策 に つ い て ポ イ ン ト と シ ン グ は フ ィ ン ラ ン ド 企 業
の ウ ェ ブ サ イ ト 中 の ダ イ バ ー シ テ ィ に 関 す る 記 述 の 調 査 を 行 な い、 ジ ェ ン ダ ー に
関 す る ダ イ バ ー シ テ ィ に 関 し て は 調 査 企 業 の う ち 23% で 見 ら れ た の に 対 し、人 種・
民 族 に 関 す る そ れ に つ い て は 12% し か 見 ら れ な か っ た と し た （Sebastien Point& 
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Val Singh　2006:366）。 ま た、 ウ ェ ブ サ イ ト に 使 用 さ れ て い る 写 真 に つ い て は、
図 4 が 示 す よ う に 黒 人 男 女 が 映 っ た 写 真 は 見 ら れ ず、ア ジ ア 人 男 女 や ヨ ー ロ ッ パ
人 女 性 の 写 真 が 多 く 見 ら れ た よ う で あ る。
〔図 4〕　 国 別 企 業 ウ ェ ブ サ イ ト に 見 ら れ る 写 真 の 種 類
（出 典 ：Point&Singh 2006:373）　 　
　
　 以 上 に よ り、 一 般 的 に フ ィ ン ラ ン ド で は、 民 間 ・ 公 共 両 部 門 に お い て 人 種 に 関
す る ダ イ バ ー シ テ ィ へ の 意 識 が、 程 度 の 差 こ そ あ れ あ ま り 高 く な い こ と が わ か る
（Salmenhaara 2008:18）。 し か し、 フ ィ ン ラ ン ド を 代 表 す る 電 機 通 信 企 業 で あ る ノ
キ ア 社 は ダ イ バ ー シ テ ィ 政 策 を 推 進 し て お り、 本 社 で の 上 位 管 理 職 の 45% は 外
国 人 が 占 め て い る。 今 日 ダ イ バ ー シ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト の 実 施 は 国 際 化 と 「知 識
集 約 型」経 済 活 動 へ の 移 行 に よ り 職 場 内 の 多 様 化 が 強 み に な る と さ れ る。 そ れ は、
創 造 性、 技 術 革 新、 新 し い ア イ デ ィ ア や 起 業 家 活 動 は 多 様 化 に よ っ て 促 進 さ れ る
と 考 え ら れ て い る か ら で あ る。 ま た、 フ ィ ン ラ ン ド へ の 留 学 生 は 次 世 代 の 技 能 労
働 者 予 備 軍 と 位 置 づ け ら れ て い る。 一 方、 果 物 の 収 穫 労 働 や 建 設 現 場 な ど で は 外
国 人 労 働 者 は す で に 基 幹 的 な 役 割 を 担 っ て い る。 外 国 人 労 働 者 の 搾 取 （極 度 の 低
賃 金 労 働） と 労 働 者 に よ る 所 得 税 不 払 い は 「グ レ ー 経 済」 と 呼 ば れ、 フ ィ ン ラ ン
ド 政 府 は 対 応 を 迫 ら れ て い る。
第 3 章　日本におけるフィンランド企業のダイバーシティ政策
　
   フ ィ ン ラ ン ド 企 業 に よ る 国 際 市 場 開 拓 の 特 徴 と し て、 岡 部 （2001:182） は、 現
57
東京女子大学　経済研究　第 2号　2014
地 の 市 場 特 性 と 文 化 を 尊 重 し、 自 ら を 適 合 さ せ る こ と で 浸 透 を 図 ろ う と す る 基 本
的 な 姿 勢 が 見 ら れ る と し た。 こ の 姿 勢 は、 現 地 の ル ー ル や 市 場 の 嗜 好 を 自 社 の 商
品 や マ ー ケ テ ィ ン グ の 都 合 に 合 致 す べ く 変 革 す る ア メ リ カ 型 企 業 の 姿 勢 と 対 照 的
と 言 え る。
　 今 回 電 話 イ ン タ ビ ュ ー を 行 な っ た ノ キ ア ジ ャ パ ン グ ル ー プ 会 社 の 一 つ で あ る ノ
キ ア ・ シ ー メ ン ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク ス で は、 エ ン ジ ニ ア の 多 い 会 社 で あ る が 女 性 の
エ ン ジ ニ ア も 多 数 活 躍 し て お り、全 社 員 の 15% を 女 性 が 占 め て い る と い う。ま た、
外 国 人 雇 用 に 関 し て は 日 本 の 他、 フ ィ ン ラ ン ド か ら の 駐 在 員 が 多 く を 占 め、 他 の
ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 及 び ア ジ ア （特 に 中 国、 韓 国） か ら の 者 も 多 い と い う。 従 業 員 と
そ の 家 族 を 対 象 に 日 本 の 生 活 に な じ め る よ う な 研 修 を 行 な う 一 方 で、 業 務 に 関 し
て は 従 業 員 の 多 様 性 が 発 想 力 の 多 様 性 へ と 繋 が り、 事 業 の 強 み と な っ て い る よ う
で あ る。 一 方、 製 造 業 の メ ッ ツ ォ ジ ャ パ ン グ ル ー プ で は、 従 業 員 構 成 と 人 事 の 方
針 に お い て、 人 種 ・ 民 族 と ジ ェ ン ダ ー に お け る ダ イ バ ー シ テ ィ の 推 進 は 見 ら れ な
か っ た。
　 日 本 に お け る フ ィ ン ラ ン ド を 含 む 外 資 系 企 業 の 組 織 文 化 に つ い て 調 査 し た 研 究
３ で は、 在 日 フ ィ ン ラ ン ド 企 業 は ほ か の 在 日 法 人 と 比 較 し、 対 人 適 応 に 関 す る 項
目 の 数 値 が 対 象 と な っ た 18 ヶ 国 の 法 人 の 中 で 4 番 目 に 高 く、 日 本 で の 従 業 員 と
組 織 内 で う ま く や ろ う と す る 姿 勢 が 見 ら れ た。 フ ィ ン ラ ン ド で の や り 方 を そ の ま
ま 日 本 で 適 用 す る の で は な く 日 本 の 企 業 文 化 に 適 応 す る こ と で 日 本 市 場 へ の 進 出
を は か る 方 針 と 見 受 け ら れ る が、 結 果 と し て 外 国 人 や 女 性 の 登 用 を 促 進 す る ダ イ
バ ー シ テ ィ 政 策 に 反 す る こ と に な る。 　 　
　 対 照 的 に 日 本 国 内 に お い て ジ ェ ン ダ ー お よ び 人 種 ・ 民 族 の 多 様 性 を 企 業 価 値 に
結 び 付 け て い る 外 資 系 企 業 と し て、1999 年 に フ ラ ン ス の ル ノ ー と 提 携 し た 日 産
自 動 車 が 挙 げ ら れ る。 日 産 は、 車 購 入 の 意 思 決 定 の 際 に 女 性 の 意 見 が 影 響 力 を 持
つ と し、 多 様 性 の あ る 人 材、 特 に 女 性 を 活 用 す る こ と を 重 要 視 し て い る。
　 ま た、 コ ン ビ ニ チ ェ ー ン の 株 式 会 社 ロ ー ソ ン も ダ イ バ ー シ テ ィ 政 策 に 積 極 的 に
取 り 組 ん で い る。2008 年 か ら 外 国 人 の 積 極 的 採 用 を 推 進 し て お り、 近 年 の 平 均
的 な 採 用 比 率 は 外 国 人 が 30%、 女 性 が 50% を 占 め て い る。
　 日 産 自 動 車 や ロ ー ソ ン の よ う な 国 内 で の 積 極 的 な ダ イ バ ー シ テ ィ 推 進 の 例 は あ
る も の の、 日 本 で の 取 り 組 み 全 体 の 特 徴 と し て、 ト ッ プ マ ネ ジ メ ン ト の 関 与 が 少
な く、 ダ イ バ ー シ テ ィ を ビ ジ ネ ス 上 の 成 果 を も た ら す と い う よ り も、 様 々 な 人 々
が 生 き 生 き と 働 け る 職 場 と い っ た 理 念 的 な も の が 議 論 の 中 心 に な っ て い る （谷 口 
2008:81）。
第 4 章　今後の展望
　 本 研 究 を 通 じ て 浮 か び 上 が っ た の は フ ィ ン ラ ン ド の 保 守 性 で あ る。 フ ィ ン ラ ン
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ド の 社 会 政 策 研 究 者、 ウ ー シ タ ロ （Hannu Uusitalo） は、1980 年 代 に 「フ ィ ン ラ
ン ド は ヨ ー ロ ッ パ の 日 本 」 で あ る と 述 べ て い る。 そ う で あ る な ら、 日 本 は ダ イ
バ ー シ テ ィ の 推 進 に 関 し て こ の 間 の フ ィ ン ラ ン ド の 歩 み か ら 多 く を 学 べ る は ず で
あ る。 フ ィ ン ラ ン ド に は、 同 国 に 直 接 投 資 す る 外 資 系 企 業 に よ る 生 産 額 の シ ェ ア
や 雇 用 さ れ る 労 働 者 の シ ェ ア が 低 い と い う 特 徴 が あ る が そ れ ら の 割 合 が さ ら に 低
い の が 日 本 で あ る （経 済 産 業 省 2001）。
　 フ ィ ン ラ ン ド で は、1990 年 ご ろ か ら 今 日 に 至 る ま で 外 国 人 人 口 が 増 加 し て き
た。 そ れ と 共 に、 政 治 難 民 だ け で は な く フ ィ ン ラ ン ド の 経 済 社 会 を 支 え る 労 働 力
の 確 保 を 狙 い と し た 移 民 を 受 け 入 れ る た め の 法 整 備 （例 え ば、1999 年 の 移 民 統
合 と 避 難 民 受 入 に 関 す る 法 律 や 2004 年 の 反 差 別 法）や 政 策 プ ロ グ ラ ム（例 え ば、
2006 年 の 新 た な 移 民 プ ロ グ ラ ム） が 導 入 さ れ て き た。 し か し、 今 日 フ ィ ン ラ ン
ド で は 欧 州 諸 国 と 比 較 し、 就 労 に 関 す る 民 族 ・ 人 種 の ダ イ バ ー シ テ ィ は あ ま り 進
ん で い な い。 一 方、 今 後 経 済 社 会 の グ ロ ー バ ル 化 に よ り、 外 国 人 居 住 者 数 は よ り
増 加 す る と 予 想 さ れ る。
　 そ こ で、 本 論 文 で は フ ィ ン ラ ン ド で ジ ェ ン ダ ー に 関 す る ダ イ バ ー シ テ ィ が 進 め
ら れ た 過 程 に 着 目 し、 今 後 増 え つ つ あ る フ ィ ン ラ ン ド へ の 移 民 ・ 難 民 の 就 労 促 進
策 と し て、 社 会 サ ー ビ ス の 利 用 者 で あ る 移 民 ・ 難 民 が 公 共 部 門 に 従 事 で き る よ う
に 支 援 す る こ と を 提 案 し た。 彼 ら ／ 彼 女 ら が 多 言 語 で 公 共 部 門 で の サ ー ビ ス を 供
給 す る こ と が で き れ ば、 フ ィ ン ラ ン ド 労 働 社 会 へ の 統 合 を 促 進 す る と 共 に、 フ ィ
ン ラ ン ド に 来 て ま だ 間 も な く、 公 用 語 で あ る フ ィ ン ラ ン ド 語 や ス ウ ェ ー デ ン 語 を
う ま く 話 せ な い 者 た ち や 生 活 に 不 慣 れ な 者 た ち を 各 言 語 で サ ポ ー ト す る こ と が で
き る と い う 強 み も あ る か ら で あ る。 そ の た め に、 フ ィ ン ラ ン ド 政 府 は、 労 働 力 の
供 給 者 で あ る 移 民 や 難 民 た ち が フ ィ ン ラ ン ド の 経 済 社 会 に 貢 献 で き る 価 値 あ る 人
材 に な る こ と を 支 援 し、 同 時 に、 受 け 入 れ る 側 の 人 々 の 意 識 改 革 を 含 め 多 様 化 社
会 へ の 環 境 整 備 を し て い か な け れ ば な ら な い。
１ フ ィ ン ラ ン ド の 永 住 権 を 獲 得 し た 国 籍 別 外 国 人 数 で あ る。（図 1） の 縦 軸 が 永
　 住 権 (Citizenship) と な っ て い る の は、 フ ィ ン ラ ン ド の 永 住 権 取 得 時 点 で 持 っ て
　 い た （あ る い は 持 ち 続 け て い る） 国 籍 の こ と。2003 年 6 月 か ら の 新 国 籍 法 に
　 よ り 重 国 籍 が 認 め ら れ る よ う に な っ た。永 住 権 を 取 得 す る 93％ が 重 国 籍 者 だ っ
　 た よ う で あ る （Statistics Finland, 2011）。
　
２ ジ ェ ン ダ ー・ギ ャ ッ プ 指 数 (GGGI: Global Gender Gap Index) と は、 世 界 経 済 フ ォ ー
　 ラ ム （WEF） が 毎 年 発 表 し て い る 指 標 で あ る。 経 済 活 動 や 政 治 へ の 参 画 度、 教
　 育 水 準、 出 生 率 や 健 康 寿 命 な ど か ら 算 出 さ れ る。
３ 岡 部 宏 彦 (2001) 及 び 白 木 三 秀、 梅 澤 隆、 永 井 裕 久 , 2001, 『在 日 外 資 系 企 業 に よ
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　 る 外 国 人 派 遣 勤 務 者 の 職 業 と 生 活 に 関 す る 調 査 結 果 報 告 書』, 日 本 労 働 研 究 機
　 構 に よ る。
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